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あなたのボランティア活動を応援する情報誌だよ！ R5.11.1 

１３０号 

－１－ 

災害ボランティア養成講座を開催します 

フードドライブにご協力ください   

日 時：１１月２６日（日） ９：５0～１２：00 

場 所：青木会館 （青木３－３－１） 

内 容：災害ボランティアと災害ボランティアセンターについて 

定 員：３０名（先着順） 

申込先：かわぐちボランティアセンター  ☎048－227－7640 

ぼらんてぃあ川口は、かわぐちボランティアセンターホームページからもご覧いただけます😊 

家庭内で余っている食品などを寄附していただき、必要とするかたへ提供する活動「フード

ドライブ」を実施しています！ 

いただいた食品は地域のたすけあいに活用され、食品ロスの削減にもつながりSDGs（持続

可能な開発目標）の推進にもなります。 

 大規模災害時に災害ボランティアセンター運営の協力をしていただく、災害ボランティア

を養成する講座です。 

 

▪お米（精米されているもの） ▪缶詰（肉・魚など） 

▪インスタント食品（カップ麺・レトルトカレーなど） 

▪粉ミルク・乳幼児用おむつなどの生活必需品 
 

未開封の物品が対象です（食品については、賞味期限が２カ月以上残っ

ているもの）。 

 

問い合わせ：かわぐちボランティアセンター 

☎０４８－２２７－７６４０ 

 



例年にない酷暑が続いた今年の夏ですが、今回は朝日東地区夏休み子どもサロンで活躍している学生ボラ

ンティアを取材しました。2017年からスタートしたサロンは今年で７回目を迎え、延べ１６５名の学生た

ちがボランティアとして、活発に活動している様子がみられました。 

～活動の様子～ 

公民館に着くと、子どもたちの元気な声が飛び交っていました。 

そして、中・高校生の多くのボランティアが、サロン運営に関わっ

ており、小学生に夏休みの宿題や、算数の問題を寄り添いながら一生

懸命教えています。また、一緒にゲームを楽しんでいるグループもみ

られました。 

調理室では、昼食の準備に余念のない大人たちと一緒に、料理に興

味のある学生が大人たちに教わりながら炒飯作りに真剣に取り組ん

でいました。 

  

～見学レポート～ 

家庭・学校・地域の人たちが、〝一緒に学ぶ"〝教えることは学ぶこ

と" を実践しています。子どもたちの中に地域を愛する気持ちが自然に

育まれていくように、これからもこのような地道な活動が続いて欲しい

と思います。 

                                                      

           
朝日東地区夏休み子どもサロンでの 

学生ボランティア活動を紹介します！ 

－２－ 

 

 

－３－ 

朝日東地区夏休み子どもサロンとは… 

「教えることは学ぶこと」「家庭でしつけ、学校で学び、地域で育てる」をテーマで、小学生を対象に夏休み

期間中、全１0回の日程で開催。実施主体は朝日東地区社会福祉協議会。 

川口市青少年ボランティｱ大会 
を見学してきました 

▲昼食の炒飯を作っている様子 

▲学習支援の様子 

 ～学生ボランティアの声～ 

・ 小学生の時に参加をしていて、中学生になり今度はボランティアとして関わりたいと思い、参加しま

した。 

・ 学校でボランティア募集を見て初めて参加しました。教えるのは難しいが楽しみたいです。 

・ 将来の道を考えるために、現在、さまざまな分野でボランティアを体験しています。今回は子どもと

関わる活動を経験したいと思い参加しました。 

・ ボランティアの経験はないけれど、子どもが好きなので参加しました。 

8月 25日、夏休みにさまざまなボランティアプログラ

ムから、自分が参加したい体験を選ぶ、青少年ボランティ

アスクールの発表の場として、「川口市青少年ボランティ

ア大会」が 4年ぶりに開催されました。 

 修了証が「夏休みこどもボランティアサロン」「青少年

ボランティアスクール」の代表者に市長から手渡されたあ

と、活動の感想文が発表されました。 

 日本に原子爆弾が落とされ、多くのぎせ

い者が出たことを知り悲しかったです。 

原子爆弾について調べ、強さや形など知

れました。平和な社会になってほしいと願

っています。 

「夏休みこどもボランティアサロン」に参加 

                   (小学生) 

盲導犬が行きわたり、誰もが安心し

て暮らせる社会になってほしいです。 

これからもボランティアに参加して

地域の人を笑顔にできるようにしたい

です。 

「川口市視覚障害者福祉協会」 

ボランティアに参加    (中学生) 

盆踊りが好きで「たたら祭り」の流

し踊りの指導をしました。当日はみん

なと踊れてとても楽しかったです。 

これからも地域の伝統を伝えたい

です。 

「川口市スポーツ少年団」 

ボランティアに参加    (大学生) 

もの作りやポスター作りなど自分に合っ

た作業をすることができました。 

いろいろな人との交流により、達成感を

味わうことができました。 

「前川プレイリーダーハウス」 

  ボランティアに参加       (高校生) 

 

まちで私たちをみかけたら 

手話でも身ぶり手ぶりでもい

いので、声をかけてください！ 

〇体験発表 

「川口手話サークル友の会」で手話体験を

したかた、会のメンバー、会場の全員で「サ

ザエさん」のテーマソングに合わせて手話

コーラスを行い盛り上がりました。 

 

▲会場の様子 

▲手話コーラスの様子 

ぼらんてぃあ川口編集員 文責 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－4－ 

ボランティアを始めるきっかけはさまざまです。

今回は青少年のボランティア活動をする様子を取り

上げました。 

家庭・学校・地域が一丸となって子育て支援をし

ている中で、学生たちにもその精神がしっかりと受

け継がれていることを感じました。 

これを持続可能にするためには、事後のフォロー

アップが重要と考えます。 

ボランティアは人と人とが豊かにつながる場を

与えてくれると思います。 

(ぼらんてぃあ川口 編集員 Ｙ.Ⅾ) 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

通年ボランティア 参加者募集！ 

◆ボランティア見本市 

 

「夏休み期間以外にも、ボランティア体験をしたい！」という青少年のみなさまにお届けする体験

プログラムです。全１２コースから、自分にあった体験を選んで参加してみよう！ 

。 

 

◆ボランティア体験講座 

ボランティア広場 
 

～開催報告～ 

９月２８日（木）にボランティ

ア体験講座を開催し、当日の参加

者は 20名で、ボランティアの心

構えなどを学びました。その後、

自分で選んだボランティアを体

験しています。今後、継続して活

動することに期待したいです。 

10月 7日（土）にボランティア見本市を開催しま

した。今年度は、昨年よりもボランティアブースが多

く、ステージが復活したことにより盛り上がっていま

した。また、ボランティア体験ブースでは、子どもた

ちが一生懸命にボランティアに取り組み笑顔をみせ

ていました。 

 

※上記の二次元コードから申し込んでね！ 

 

どんぐりステージの様子▶ 

◀盲導犬体験の様子 

▲個別相談の様子 ▲講座の様子 

通年ボランティア 川口 

詳細はホームページをご覧ください♪ 

 

http://illustk.com/1776/
http://illustk.com/1776/

